












Parental care，offspring independence.natal dispersal and social 
organization ot Japanese wagtails lHotacillα grandi:~ 
(セグロセキレイにおける子音て.雛の独立・分散過程と社会構造)
主宜教侵山合同夫 信rJ主禽教授惣JIまりな
首IJ主査助教授川道武男
論文内容の要旨
京都市郊外においてセグロセキレイMotacillagrandisのf育て行動，雛の成長と独すーのi邑f!f:，分散，
および木種の杭会構造について， 7年間(1982-1988年)の調査を行なった。
ほとんどの雄は一夫ー妻で繁殖したが， 2.2%の雄は一夫て妻で繁殖した。一夫一妻の雄は，巣材運び
の頻度の1.2%を.抱卵時間の最大で21.6%を，抱雛時間の8.3%を担当した。雄は.雌が抱雛中の巣へ餌
を運び，巣内雛への給餌頻度の50%を，巣立ち雛への給餌頻度の26.0-64.7%を担当したc 一凶自の繁殖
に成功した雌が次の造巣または産卵にとりかかると.雄はまだ独すーしていない雛の世話のほとんどを担当
した。巣立ち雛が5羽以トの場合は.雄だけでは育てられなかった。--)j，一夫二妻の雄は，第三雌の子
育てをほとんど手伝わなかった。
なわばりや巣の見張りと防衛のほとんどを雄が担当した。雄は侵入者が少ないと子育てへの時間配分が
大きくなった。
成鳥では雄は雌より大きく，峰の雛は雌より成長が早かった。巣立ち後，同腹の雛!日j士には攻撃行動が
観察され，雄が雌より優位であった。両親は.娘よりも息子に対し積極的に給闘し平均1.7Sn長く給僻
した。独¥f.後，雄の若鳥は， i雄よりも早く，かっ早く生まれるほど早く定着し，なわばり行動を示した。
雌の若鳥は，雄よりも遠くへ，かっ遅く生まれるほど遠くへ分散した。翌年の春期までの若鳥の牛.存率は，
特に雄において， ~.く生まれるほど高かった。
-夫多妻の種では繁殖成功度に大きな差が存在する性の子どもに多く投資する傾向があるが，一夫一妻
の本種でも，なわばりの碓立・維持において，雄同士に厳しい競争があるので，親は息ヂへ多く投資する
ことで-適応度を高めていると推論される。
論文審査の結果の要旨
若鳥は巣.ftち後にその穂の社会組織に組み込まれるが，その過程の解析はその種の社会の進化を考察す
る"，で不ロJ欠で、ある。しかし雛を観察すること向体が困難であるため，雛の巣立ちから独立までの過程は
重要なテーマでありながらもf，っかず.で-あった。セグロセキセイは人家等を常巣場所とし雛の巣i'r_ちが
年く，かっ開けた環境に生息するため，雛の独立過程を追求するには格好の材料である。この手1点を活か
し，雛の独立過程と新生個体の社会構造の確立・維持の過程を木研究が明らかにしたG そのうち，以下の
2点が重要である。
l。一夫一妻の鳥類でも f育てはこヒに雄の役割lであるため.雌からの視点で適応的忌;義が考察されてき
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た。しかし本研究は，雄によるなわばり・巣ω防衛の重要性と子育ての投資単との優先関係を明らかに
しそれらを雄の牛涯繁髄成功度から考察するという新しい視点を展開した。
2。親からの怯資量が寸こどもの件:により異なる事実は，一夫多妻の哨乳頴と飼育下の鳥類では確認され
ていたが.臼然状態のー夫ー妻の鳥類では初めて確認された。多くの社会生物学研究苔(ま「ー・大多妻のよ
うに繁描成功1:[に大きな個体長がある性(雄)が存在し.かっ親の社会的|順位が高いか栄養状態がよい場
合には，その性の子どもに性比や授手Lなどの投資を偏らせる方が，親からみた適応度を高められる」との
説明を受け入れてきた。しかし，木種のように一夫一妻の種でも親からの股資号が子どもの性により異なっ
ていた事'支は，この説明を再考させることになるだろうc本研究では息了と娘を同時に育てる場内でも.
給餌・子別れので導権を親が持つことを初めて明らかにした。
以上のように，本研究は，鳥煩学的に最も欠けていた雛の巣立ちから独立までの過程と，行動学的に未
解明であった子どもの性による投資量の操作を実証し動物社会学的に大きな知見をもたらした。従って，
本研究は，博士(埋学)の学位を授与するに値すると審合した。
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